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　老人クラブ連合会による「新年演芸交流大会」
が、1月17日洞爺湖文化センターで184人が参加し
て開かれました。芸達者の皆さんが歌や踊り、楽
器演奏などを披露。サンドイッチマンなどに扮し
た寿会のコントでは、会場を大いに沸かせました。
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爺
湖
町
成
人
式-

は
ば
た
く
青

　
　
春
若
人
の
つ
ど
い-

が
、
１
月

13
日
役
場
防
災
研
修
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
各
自
こ
の
日
の
た
め
に
用
意
し
た

晴
れ
着
に
身
を
包
み
、
町
内
外
か
ら

63
人（
男
性
32
人
・
女
性
31
人
）が
出

席
し
、
20
歳
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
真
屋
町
長
が
「
今
日

を
人
生
の
節
目
に
し
て
、
こ
れ
か
ら

地
域
社
会
に
ど
の
よ
う
な
貢
献
が
で

き
る
の
か
考
え
て
ほ
し
い
。
皆
さ
ん

の
若
さ
と
行
動
力
に
大
い
に
期
待
し

ま
す
」
と
新
成
人
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
祝
福
に
応
え
て
、
川
村
義
喜
さ
ん

（
入
江
１
区
）
と
中
澤
麻
衣
さ
ん
（
か

っ
こ
う
台
区
）
が
、「
一
人
の
人
間

と
し
て
の
責
任
と
自
覚
を
持
ち
、
社

会
の
一
員
と
し
て
貢
献
す
る
こ
と
を

こ
こ
に
誓
い
ま
す
」
と
新
成
人
を
代

表
し
て
、
二
十
歳
の
誓
い
を
力
強
く

読
み
上
げ
ま
し
た
。

　
引
続
き
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
仲
間

や
恩
師
と
旧
交
を
温
め
合
っ
た
り
、

笑
顔
で
写
真
を
撮
り
合
う
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
行
わ
れ
た
抽
選
会
で
は
、

月
浦
ワ
イ
ン
や
財
田
米
、
木
刀
傘
、

白
い
お
し
る
粉
な
ど
多
く
の
地
元
特

産
品
が
景
品
と
し
て
提
供
さ
れ
、
一

喜
一
憂
す
る
新
成
人
ら
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

新成人の門出を祝う新成人の門出を祝う



新成人の一言新成人の一言
　新成人の皆さんに、20
歳になった想いをそれぞ
れ書いてもらいましたの
で紹介します。



【中学校数学Ａ】(主として「知識」に係る問題)
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洞爺湖町 全国の平均正答率
（62.1）

全道の平均正答率
（60.0）

【中学校数学Ｂ】(主として「活用」に係る問題)
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洞爺湖町 全国の平均正答率
（49.3）

全道の平均正答率
（46.9）

子どもたちに基礎学力を保障するために

　学力調査は学力の一面を表すものであり、平均点
を上げることが目的ではありません。子どもたちが「社
会で自立して生きていくために」、「自分の将来を
的確に判断するために」、基礎学力は欠かすことが
できません。そこに、地域間の学力差があってはな
りません。子どもたちに基礎学力を保障するために、
学校、保護者、地域が連携して教育に取り組むこと
が大切です。

質問紙調査を通して

 毎日、朝食を食べる習慣が小学生で低い
　小学生…82.4％　中学生…91.5％
　小学生は昨年より低く、中学生は高い
 平日、テレビを見る時間が長い
　（３時間以上見る割合）
　小学生…51.5％　中学生…39.0％
　小中学生ともに全国・北海道より高い
 平日、テレビゲームをする時間が長い
　（２時間以上する割合）
　小学生…41.2％　中学生…32.3％
　小中学生ともに全国・北海道より高い。
　特に、小学生は北海道と比べても10％以上高い
 平日、授業以外で勉強する時間が短い
　（１時間以上する割合）
　小学校…38.2％　中学校45.8％
　小中学生とも全国に比べ20％以上低い
 図書館にあまり行かない
　（学校図書室、地域図書館にほとんど又は全く   
　行かない割合）
　小学生…48.5％　中学生71.2％
　小中学生ともに北海道より10％以上高い
 自己肯定感が低い
　（自分には良いところがあると思う割合）
　小学生…25.0％　中学生11.9％
　小中学生とも全国・北海道に比べ低い

中学校調査の結果概要

　全科目を通して、北海道平均を下回る状況はこれ

までと同様です。昨年度は北海道との差を小さくし

たのですが、今年度はその差を国語Ｂを除いて、大

きくしました。理科は北海道とほぼ同様（下位）で

すが、国語、数学ともにある程度の差があります。

全国平均を上回る学校もあり、町内の学校間の差が

大きい状況がみえます。

小学校調査の結果概要

　洞爺湖町の平均正答率は、国語Ａで初めて、北海

道平均を若干ですが上回りました。その他の科目も

ほとんどが、前回に比べ北海道平均との差がなくな

りました。新たな科目の理科を含めて、ほぼ北海道

平均に近づいたといえる結果です。町内の学校間で

の差も小さくなっています。ただし、北海道平均自

体は全国よりは低い状況です。

　各科目の北海道平均正答率を３％ごとの階層に区分し、
その階層に含まれる市町村数を示しています。　　　　線
は洞爺湖町、　　　　線は北海道、　　　　線は全国の平
均正答率のおおよその位置を示しています。　
　例えば、〈小学校国語Ａ〉の問題をみると、平均正答率78
～81％未満の階層に洞爺湖町が位置し、この階層には32の
市町村が属することを示しています。
　北海道の線より右側に洞爺湖町の線があり、北海道平均
を上回っていることがわかります。

グラフの見方 平均正答率の北海道平均とのおおよその差
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〈小学校〉

〈中学校〉

【小学校国語Ａ】(主として「知識」に係る問題)
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　調査は本年４月、全国の抽出小学校の６年生および抽出中学校の３年生を対象に
一斉に行われました。実施６年目を迎え、新たに理科の科目が加えられました。北海
道は、札幌市を除き抽出以外の公立校のほとんどが参加しました。洞爺湖町も、小学
校３校（69名）、中学校３校（59名）の全６校が参加し、「学力調査」と生活習慣、学習習
慣に関する「質問紙調査」を行いました。
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慣に関する「質問紙調査」を行いました。

平成24年度全国学力・学習状況調査の結果概要平成24年度全国学力・学習状況調査の結果概要
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●学力調査



　
次
の
項
目
に
該
当
す
る
方
で
手
続

き
の
お
済
み
で
な
い
方
は
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

★
１
割
の
自
己
負
担
を
し
た
方
は
、

月
額
上
限
額
を
超
え
た
分
が
払
い
戻

さ
れ
ま
す
。
な
お
同
じ
世
帯
の
中
に

同
一
助
成
対
象
者
が
い
る
場
合
は
、

同
一
月
内
で
合
算
し
、
上
限
額
を
超

え
た
分
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。
（
い

ず
れ
も
申
請
が
必
要
で
す
）

★
所
得
制
限
の
表
の
中
で
４
人
以
上

の
扶
養
人
数
の
場
合
に
つ
い
て
は
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

口
座
振
替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　
口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
ま
す
と
、

保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ

る
の
で
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間

が
省
け
る
う
え
、
納
め
忘
れ
も
な
く

と
て
も
便
利
で
す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月
分

保
険
料
を
当
月
末
に
引
き
落
と
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
月
々
50
円

割
引
さ
れ
る
早
割
制
度
や
、
現
金
納

付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
６
カ
月
前

納
・
１
年
前
納
も
あ
り
、
大
変
お
得

で
す
。

　
前
納
の
申
し
込
み
は
、
１
年
度
分

及
び
上
期
６
カ
月
分
（
４
月
分
〜
９

月
分
）
は
２
月
末
ま
で
に
、
下
期
６

カ
月
分
（
10
月
分
〜
翌
年
３
月
分
）

は
８
月
末
ま
で
に
年
金
事
務
所
必
着

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
さ
れ
て

い
る
方
は
、
毎
年
の
申
込
み
は
不
要

で
す
。

　
申
込
み
は
、
口
座
振
替
申
出
書
に

必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
（
金
融
機

関
の
届
出
印
）
し
、
管
轄
の
年
金
事

務
所
に
申
込
み
さ
れ
る
か
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

　
金
融
機
関
窓
口
に
提
出
さ
れ
て
も

よ
ろ
し
い
で
す
。

　
口
座
振
替
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
、

申
し
込
み
後
２
カ
月
程
か
か
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
お
早
め
に
。

年
金
事
務
相
談
所
開
設
の
ご
案
内

　
老
後
の
生
活
を
支
え
る
柱
と
し
て

欠
か
せ
な
い
の
が
年
金
で
す
。

　
当
日
は
、室
蘭
年
金
事
務
所
の
職
員

の
方
が
相
談
員
と
し
て
対
応
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
２
月
７
日
（
木
）
10
時

　
　
　
　
　
30
分
か
ら
15
時
30
分

■
場
　
所
　
洞
爺
湖
町
役
場
　
３
０

　
　
　
　
　
２
号
会
議
室

※
年
金
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
自
治
会
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

核
と
な
る
、
大
変
重
要
な
地
域
の
活

動
団
体
で
す
。

　
活
発
な
活
動
は
う
る
お
い
あ
る
地

域
生
活
を
育
む
だ
け
で
な
く
、
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
重

要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
地
域
活
動
へ
の
参
加
の
き
っ

か
け
と
し
て
、
自
治
会
に
加
入
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

●
自
治
会
の
大
切
な
役
割

１
．
住
民
同
士
の
親
睦
を
深
め
、
連

帯
意
識
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
で
の
日
常
生
活
を
豊
か
で
円
滑
な

も
の
に
し
ま
す
。

２
．
顔
見
知
り
が
増
え
連
帯
感
が
高

ま
れ
ば
、
防
犯
面
の
安
全
向
上
に
つ

な
が
り
、
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
も

被
害
を
少
な
く
で
き
ま
す
。

３
．
回
覧
な
ど
に
よ
り
、
新
聞
や
広

報
以
外
で
も
情
報
を
伝
達
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

４
．
地
域
の
意
見
や
問
題
点
を
ま
と

め
て
行
政
に
要
望
す
る
、
意
見
反
映

の
パ
イ
プ
役
の
機
能
も
あ
り
ま
す
。

５
．
住
民
が
地
域
の
課
題
に
積
極
的

に
関
わ
っ
て
い
く
場
に
、
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
自
治
会
に
加
入
す
る
と
き

　
現
在
、
町
内
に
は
お
住
ま
い
の
地

域
に
よ
り
、
42
の
自
治
会
が
あ
り
ま

す
。
自
治
会
へ
の
加
入
を
お
考
え
の

場
合
に
は
、
お
近
く
の
自
治
会
長
、

班
長
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
お
住
ま
い
の
地
域
の
自
治
会
が
わ

か
ら
な
い
場
合
に
は
、
住
民
課
住
民
・

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ
又
は
自
治
会
連

合
会
事
務
局
（
　
76-

４
３
６
３
）

ま
で
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

医療費助成制度のお
知らせ

■問合せ
　住民課国保医療グ  
　ループ
　　74-3002

自治会に加入しまし
ょう！

■問合せ
　住民課住民・戸籍
　年金グループ
　　74-3002

国民年金保険料の納付
は、口座振替がおトク
です
■問合せ
　室蘭年金事務所（お
　客様相談室）
　　0143-50-1004
　住民課住民・戸籍
　年金グループ　　
　　74-3002

助 成 対 象 自己負担
所得制限（主として本人の生計を維
持する方に適用）

重

度

心

身

障

害

者

ひ
と
り
親
家
庭
等

乳

幼

児

等

●身体障害者手帳１、２級及び３
　級の内部障害の方
●重度の知的障害者の方（IQ35以
　下など）
●療育手帳のＡ判定の方
●精神障害者保健福祉手帳１級の方
※65歳～74歳の方は、後期高齢者医療の障害
　認定を受けていることも要件になります。
※対象医療～入院・通院・訪問看護（精神障害
　者は入院除く）

●０歳～12歳までのお子さん
　（満12歳に達する日以後の３月
　31日まで）
※対象医療～入院・通院・訪問看護（小学生は
　通院除く）

●ひとり親家庭等の18歳までの児童と、
　その児童を扶養・監護している母または父
●ひとり親家庭等の20歳までの児童と、
　その児童を扶養している母または父
※対象医療～入院・通院・訪問看護（親は通院
　除く）

扶養人数(人) 所得額(千円)

扶養人数(人) 所得額(千円)

扶養人数(人) 所得額(千円)

０

１

２

３

6,287

6,536

6,749

6,962

０

１

２

３

2,360

2,740

3,120

3,500

０

１

２

３

6,220

6,660

6,980

7,360

　後期高齢者医療被保険者証に１割負担
と表示されている人で、重度医療（障老）
を受けている方が町民税課税世帯の場合
は、重度医療での助成は適用されません。

◆町民税課税世帯
　の方は、1割負担
　入院 44,400円
  （月額上限）
　通院 12,000円
  （月額上限）

◆３歳未満児及び
　町民税非課税世
　帯の方は初診時
　一部負担金のみ
　負担
　医科　580円
　歯科　510円
　柔道整復
　（乳幼児は除く）
　270円



　
平
成
25
年
１
月
１
日
付
で
、
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
宮
崎
泰
人
さ
ん
、

七
戸
朝
子
さ
ん
が
再
任
さ
れ
、
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
侵
害
、

家
庭
内
の
問
題
、
隣
近
所
の
も
め
ご

と
、
い
じ
め
な
ど
、
人
権
問
題
に
つ

い
て
の
相
談
に
応
じ
、
相
談
者
の
自

主
的
な
問
題
解
決
に
向
け
て
の
援
助

を
行
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

①
宮
崎
泰
人（
み
や
ざ
き
　
や
す
ひ
と
）

　
高
砂
町
37-

27
　
76-

４
７
７
２

②
七
戸
朝
子（
し
ち
の
へ
　
と
も
こ
）

　
洞
爺
湖
温
泉
１
８
０-

10
　
75-

２

　
８
６
２

③
安
住
八
重
子（
あ
ず
み
　
や
え
こ
）

　
清
水
１
４
９
　
76-

４
７
３
５

④
五
十
嵐
優
子（
い
が
ら
し
　
ゆ
う
こ
）

　
洞
爺
町
１
２
３
　
82-

５
４
１
１

⑤
桑
原
　
敏（
く
わ
は
ら
　
さ
と
し
）

　
洞
爺
町
71-

２
　
82-

５
３
６
９

　
家
族
み
ん
な
で
悪
質
商
法
へ
の
対

策
を
話
し
合
お
う
。

　
悪
質
商
法
の
被
害
に
あ
う
の
は
高

齢
者
ば
か
り
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
確
か
に
高
齢
者
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
さ
れ
や
す
い
面
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
働

き
盛
り
の
世
代
に
は
あ
や
し
い
副
業

の
勧
誘
、
若
い
世
代
に
は
キ
ャ
ッ
チ

セ
ー
ル
ス
な
ど
。
最
近
で
は
未
成
年

者
に
ま
で
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
を

介
し
た
悪
質
商
法
の
被
害
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　
悪
質
商
法
の
魔
の
手
は
、
全
て
の

年
代
の
人
に
せ
ま
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
家
族
み
ん
な
で
悪
質
商
法
や
詐
欺

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
協
力
し
て
被

害
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。

　
家
族
で
こ
ん
な
こ
と
を
話
し
合
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

★
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
話
題
に
な
っ
た

悪
質
商
法
・
詐
欺
事
件
に
つ
い
て

★
も
し
振
り
込
め
詐
欺
の
電
話
が
か

か
っ
て
き
た
ら
、
ど
う
対
応
す
る
か

★
最
近
、
不
審
な
電
話
や
は
が
き
な

ど
が
届
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
か

★
近
所
で
起
き
た
悪
質
な
訪
問
販
売

や
点
検
商
法
な
ど
の
被
害
に
つ
い
て

★
子
ど
も
と
お
こ
づ
か
い
や
買
い
物

の
仕
方
に
つ
い
て

★
子
ど
も
と
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
使
い
方
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
母
子
保
健
事
業
の
一
環

と
し
て
乳
児
健
診
等
を
通
し
て
、
育

児
に
携
わ
る
子
育
て
世
代
の
方
々
に

充
実
し
た
子
育
て
環
境
や
子
育
て
支

援
に
役
立
て
て
い
く
た
め
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
、
平
成
24
年
４
月
〜

12
月
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
回
答
を
ま

と
め
ま
し
た
（
回
答
い
た
だ
い
た
意

見
は
要
約
し
て
い
ま
す
）
。

Ｑ
①
育
児
に
関
す
る
町
へ
の
要
望
は
？

（
保
健
事
業
・
子
育
て
環
境
・
育
児
支

援
な
ど
）

▽
０
歳
児
保
育
や
病
児
保
育
の
実
施

▽
子
育
て
サ
ー
ク
ル
や
同
じ
世
代
の

子
供
を
持
つ
親
が
集
ま
る
よ
う
な
機

会
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
▽
天
候
に
左

右
さ
れ
ず
親
子
が
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス

が
ほ
し
い
▽
幼
児
向
け
の
公
園
が
無

い
の
で
つ
く
っ
て
ほ
し
い
▽
銀
行
や

道
の
駅
な
ど
公
共
施
設
等
に
オ
ム
ツ

換
え
や
授
乳
の
施
設
が
ほ
し
い
▽
医

療
費
の
負
担
軽
減
（
乳
幼
児
医
療
対

象
年
齢
以
上
の
学
齢
児
〈
小
・
中
〉

対
象
）
▽
母
親
の
社
会
参
加
の
機
会

を
つ
く
れ
る
よ
う
な
一
時
預
か
り
が

で
き
る
事
業
所
が
ほ
し
い
▽
子
育
て

中
の
親
に
対
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

▽
健
診
時
間
及
び
健
診
場
所
の
工
夫

や
年
長
児
の
健
診
の
実
施

Ｑ
②
育
児
に
関
し
て
日
常
ど
の
よ
う

な
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
か
？
（
仕

事
と
の
両
立
・
お
母
さ
ん
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

▽
共
働
き
な
ど
で
忙
し
く
て
、
心
に

余
裕
を
持
っ
て
の
子
育
て
に
不
安
が

あ
る
▽
子
供
の
病
気
な
ど
の
時
に
職

場
に
気
を
遣
わ
ず
、
休
め
る
よ
う
な

職
場
環
境
▽
運
転
免
許
が
な
い
た
め
、

子
供
の
急
病
等
で
も
対
応
で
き
る
交

通
機
関
の
充
実
を
お
願
い
し
た
い
▽

出
産
時
、
親
元
が
遠
い
た
め
産
後
サ

ポ
ー
ト
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ

ば
い
い
▽
同
じ
子
供
を
育
て
る
お
母

さ
ん
た
ち
と
会
う
機
会
が
少
な
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
場
が
あ

れ
ば
い
い

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参

考
に
、
今
後
、
政
策
等
に
反
映
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

人権擁護委員は、あな
たの街の相談パート
ナーです

■問合せ
　住民課住民・戸籍
　年金グループ
　　74-3002

みんなで学んで悪質
商法の被害を防ごう！

■問合せ
　産業振興課水産・
　商工グループ
　　74-3005

「子育て世代の方への
アンケートから」

■問合せ
　健康福祉センター
　　76-4006



移住者が日々の暮らしを語る
洞爺湖暮らし座談会

生き物たちの観察で冬を楽しむ
自然体験ハウスの自然ふれあい行事

魅せる空中戦　
セパタクロー選手権大会

文化財防火デー　
入江・高砂貝塚館で防火訓練

　　中の格闘技」と呼ばれるセパタクローのオープン選手
　　権大会が、１月19、20日の両日あぶた体育館で開かれ、
ボールを巡って激しい攻防が繰り広げられました。
　ＮＰＯ法人にぎわいネットワークと観光協会が、町をア
ピールするイベントして地域に根付かそうと、初めて町内
に誘致したもので、男女14チームが参加し、それぞれリー
グ戦を戦いました。
　セパタクローは、１チーム３人が、頭や足を使ってボー
ルを相手コートに蹴り入れ、得点を競うスポーツ。
　昨年結
成された
地元チー
ムも模擬
試合に参
加しまし
た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化財
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防火
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デーの１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月26日、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入江・高砂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貝塚館で、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防火訓練
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が行われ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館内の
ストーブから出火したとの想定で、警報のブザーとともに
避難を開始し、貴重な土器や石器などの展示品を運びだし
ました。屋外では、西胆振消防組合伊達消防署洞爺湖支署
の消防車1台が駆けつけ放水を行い、引き続き同駐車場で
参加者が消火器での消化活動を体験。火災から文化財を守
る大切さを学びました。
　その後同館で、角田学芸員による「北海道・北東北の縄
文遺跡群」のユネスコ登録に向けた取り組みを紹介しま
した。

　　月23日移住者を対象にした「洞爺湖暮らし座談会」が、
　　観光情報センターで開かれました。今後の移住・定住
促進に役立てようと町が開いたもので、道内外から移り住
んだ８人が参加し、暮らしの中での疑問や要望などが話し
合われました。
　参加者からは「空気がきれいで環境がよい」「住民の方
は神社を大切にしている」など、自然景観や地域の歴史な
どに評価が高い意見が多くだされました。
　一方日々の暮らしの面では「車がないので、買い物に
行くのが不便」「温泉街で大型車両が増えて、危険を感
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じる」な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ど生活面
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　での要望
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なども多
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く寄せら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れました。
　

　　月19
　　日、
洞爺財田
自然体験
ハウスの
１月の自
然ふれあ
い 行 事
「寒さを
活かそう！生き物たちと私たちの暮らし」が、同体験ハウ
スで開かれ、生き物の冬越しの様子を学びました。
　当日は室内で、冬も動き回る生き物と冬眠する生き物に
ついて学習し、エゾリス、シカなどの生き物がどちらに入
るのかいっしょに考えました。引続きスノーシュを履いて
屋外での調査を実施。木々などに注目して、どのように冬
を過ごしているのかを観察しました。
　最後には、牛乳、生クリーム、砂糖を入れた缶を蹴って
作ったアイスクリームを試食して、寒い冬の１日を楽しみ
ました。

木々の冬の様子を観察する児童たち木々の冬の様子を観察する児童たち

洞爺湖町の暮らしについて話をする移住者の皆さん洞爺湖町の暮らしについて話をする移住者の皆さん

放水体験をする児童放水体験をする児童

アクロバティックな動きを披露するセパタクローの大会アクロバティックな動きを披露するセパタクローの大会



　　リスマスを盛り上げるチャリティコンサートが、12月
　　23日、24日ＪＲ洞爺駅ふれあい広場で開催され、駅利
用者や住民たちが、クリスマスソングやゴスペル（宗教音
楽）を楽しみました。
　ＪＲ洞爺駅とザ・ウィンザーホテル洞爺が共催して毎年
行っているもので、今年で10回目。同ホテルの専属ミュー
ジシャンで、フルートと電子ピアノの男女２人組「アラカ
メラＤＵＯ」(23日)とキーボード奏者のＣ・ハフさん(24日)
が、それぞれ１日２ステージ実施しました。
　募金箱も用意され、善意を寄せてくれた人には、同ホテ
ルのパテ
ィシェ特
製のスイ
ーツがプ
レゼント
されまし
た。

　　年恒
　　例の
洞爺協会
病院のク
リスマス
会が、12
月26日同
病院内の
すずかけ
の森で開かれ、ハマナス、ライラック両病棟の入院患者
の皆さんを楽しませました。
　今年は、虻田中学校吹奏楽部によるクリスマスコンサ
ートを実施しました。頭にトナカイのツノの飾りをつけ
たり、サンタの帽子を被ったりして、クリスマスの雰囲
気を楽しむ皆さんを前に、「Ａ列車でいこう」「グレンミ
ラーメドレー」など吹奏楽の名曲を披露。
　更にお年寄りの皆さんに合わせ、「津軽海峡冬景色」「川
の流れのように」などの演歌も演奏され、長期入院の皆
さんを元気づけました。

　　月６日、日本水難救済会虻田救難所（高清水幸夫所長）
　　の平成25年出初式が、あぶたふれ合いセンターで開か
れ、今年１年の安全と豊漁を、参加した所員一同が祈願し
ました。
　式では、人員報告、服装点検の後、真屋敏春監督官から
「虻田救難所の活動に励み、救難事業とともに漁業におい
てもよい年になるように願います」と訓示がありました。
　来賓の挨拶を受け、高清水幸夫所長が「本年は、海難事
故のない、平穏な１年になりますように訓練に精進してい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く決意で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す」と答
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辞を述べ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出初式を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終了しま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月27
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　洞爺湖町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥獣被害
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防止対策
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研修会が、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農業研修
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で開かれ、
農家や関係者ら約20人が参加し、エゾシカなどの捕獲技術
の紹介や活動報告のほか狩猟免許取得のための説明が行わ
れました。
　昨年４月から町の嘱託職員としてエゾシカなどの捕獲、
駆除を行っている山本勲さんが、12月までに銃やくくり罠
でエゾシカを21頭捕獲したことを報告。今後の活動として、
「エゾシカの行動パターンを調査し、越冬地での駆除を実
施する」と述べました。農家へのアンケート調査でも、平
成23年度に比べて、農作物への被害の減少が明らかになっ
ており、効果が現れてきています。

駅舎に響く聖なる音色　
クリスマスコンサート開く

エゾシカ捕獲で被害が減少
鳥獣被害防止対策研修会

海難防止を祈願　
虻田救難所出初式

心を癒すクリスマス会
　洞爺協会病院で吹奏楽のコンサート

やさしい音色を響かせたアラカメラＤＵＯやさしい音色を響かせたアラカメラＤＵＯ

患者の皆さんを元気づけたクリスマスコンサート患者の皆さんを元気づけたクリスマスコンサート

捕獲技術について学ぶ参加者ら捕獲技術について学ぶ参加者ら

無事故を誓う虻田救難所出初式無事故を誓う虻田救難所出初式



　
急
速
な
高
齢
化
の
進
行
に
対
応
し
、

高
年
齢
者
が
少
な
く
と
も
年
金
受
給

開
始
年
齢
ま
で
は
意
欲
と
能
力
に
応

じ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
の
整
備

を
目
的
と
し
て
、「
高
年
齢
者
等
の
雇

用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
」（
高
年

齢
者
雇
用
安
定
法
）
の
一
部
改
正
さ

れ
、
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
は
、
定
年
に
達
し
た

方
を
引
き
続
き
雇
用
す
る
「
継
続
雇

用
制
度
」
の
対
象
者
を
労
使
協
定
で

限
定
で
き
る
仕
組
み
の
廃
止
な
ど
を

内
容
と
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達
（
　

０
１
４
２-

23-

３
０
３
４
）
又
は
北

海
道
労
働
局
（
　
０
１
１-

７
０
９-

２
３
１
１
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

〈
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
〉

①
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者
を
限
定
で

き
る
仕
組
み
の
廃
止（
経
過
措
置
あ
り
）

②
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者
を
雇
用

す
る
企
業
の
範
囲
の
拡
大

③
義
務
違
反
の
企
業
に
対
す
る
公
表

規
定
の
導
入

④
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の
実
施

及
び
運
用
に
関
す
る
指
針
の
策
定

「
振
り
込
め
詐
欺
を
始
め
と
す
る
特

殊
詐
欺
」の
被
害
防
止

　
振
り
込
め
詐
欺
は
、
被
害
者
の
弱

み
や
親
子
の
情
愛
等
に
つ
け
込
ん
で

被
害
者
を
騙
し
、
現
金
を
振
り
込
ま

せ
る
悪
質
な
犯
罪
で
す
。
不
審
な
電

話
が
掛
か
っ
て
き
た
ら
警
察
や
家
族

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

違
法
・
迷
惑
駐
車
の
防
止

　
違
法
駐
車
が
あ
る
と
他
の
車
両
が

走
行
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
歩
行

者
も
歩
け
な
く
な
り
、
交
通
事
故
に

つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
多
々
見
ら
れ
ま

す
。
ま
た
冬
期
に
お
い
て
は
、
除
排

雪
の
進
行
や
除
排
雪
作
業
の
妨
げ
と

な
り
、
住
民
に
迷
惑
を
か
け
、
生
活

に
も
重
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
違

法
な
迷
惑
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

落
氷
雪
に
よ
る
事
故
防
止

　
例
年
２
月
は
、
寒
暖
の
差
が
大
き

く
な
り
、
氷
の
よ
う
に
な
っ
た
屋
根

の
雪
が
落
ち
て
下
敷
き
に
な
っ
た
り
、

屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業
中
の
転
落
事

故
や
除
雪
機
に
巻
き
込
ま
れ
る
な
ど

で
尊
い
命
を
落
と
す
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
　
時
　
２
月
23
日
（
土
）
10
時

　
　
　
　
　
〜
14
時

■
場
　
所
　
札
幌
法
務
局
２
階
特
設

　
　
　
　
　
会
場（
当
日
は
、駐
車
場

　
　
　
　
　
使
用
不
可
）

■
相
談
内
容
　
①
土
地
・
家
屋
に
関
す

　
　
　
　
　
る
登
記
、
会
社
に
関
す

　
　
　
　
　
る
登
記
②
プ
ラ
イ
バ
シ

　
　
　
　
　
ー
侵
害
な
ど
の
人
権
に

　
　
　
　
　
関
す
る
問
題
③
遺
言
書

　
　
　
　
　
の
書
き
方
な
ど
日
常
に

　
　
　
　
　
お
け
る
悩
み
事
全
般

■
相
談
対
応
者

　
札
幌
法
務
局
職
員
、
司

　
　
　
　
　
法
書
士
、
土
地
家
屋
調

　
　
　
　
　
査
士
、
公
証
人
、
人
権

　
　
　
　
　
擁
護
委
員

■
問
合
せ
　
札
幌
法
務
局
民
事
行
政

　
　
　
　
　
調
査
官
室（
　
０
１
１-

　
　
　
　
　
７
０
９-

２
３
１
１〈
内

　
　
　
　
　
２
１
５
３
〉）

informationinformation

お
知
ら
せ

暮
ら
し

改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法

が
４
月
１
日
か
ら
施
行
！

法
務
局
休
日
無
料
な
ん
で
も

相
談
所
開
設

■運転免許更新時講習日程(於：だて歴史の杜カルチャーセンター)
優良(30分) 一般(60分) 違反(120分) 初回(120分)

３月 ５日(火)19:30～5日(火)18:30～/13日(水)13:30～ 14日(木)18:30～ 13日(水)14:30～

伊
達
警
察
署
か
ら

22-

０
１
１
０

故大西キサ子さん
■12月２日死去
■86歳■遺族は
清吾さん■入４区

故山崎高雄さん
■12月７日死去
■75歳■遺族は
カツエさん■泉区

故柏　雄幸さん
■12月11日死去
■82歳■遺族は
ユキさん■清水区

故菊地弘子さん
■12月13日死去
■70歳■遺族は
幸弘さん■洞第６

故樋口喜代治さん
■12月13日死去
■79歳■遺族は
美智子さん■虻６区

故柳沼勝司さん
■12月16日死去
■94歳■遺族は
正子さん■虻６区

故佐伯スエ子さん
■12月18日死去
■88歳■遺族は
昌彦さん■美沢西

故小倉辰雄さん
■12月29日死去
■72歳■遺族は
英子さん■入４区

故川崎マツヱさん
■12月30日死去
■85歳■遺族は
孝則さん■虻２区

　
最
愛
の
ご
家
族
を
亡
く
さ
れ
、
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
ご
遺
族
の
上
に
も
限
り
な
い
ご
加
護
と
、故
人
の
み
た
ま
が
安
ら
か

に
お
眠
り
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。



■
日
　
時
　
２
月
22
日(

金)

　
13
時

　
　
　
　
　
30
分
〜

■
場
　
所
　
役
場
３
階
防
災
研
修
ホ
ー
ル

■
内
　
容
　
講
演
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
利

　
　
　
　
　
用
に
つ
い
て
」
講
師
　

　
　
　
　
　
石
原
昭
一
防
災
ア
ド
バ

　
　
　
　
　
イ
ザ
ー
他

■
申
込
み
　
２
月
18
日
締
切
（
青
木

　
　
　
　
　
　
76-

３
５
８
９
）

■
主
　
催
　
ウ
イ
メ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
ワ

　
　
　
　
　
ー
ク
洞
爺
湖

■
日
　
時
　
３
月
６
日(

水
） 

13
時

　
　
　
　
　
30
分
〜
15
時

■
場
　
所
　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ

　
　
　
　
　
わ
や
か

■
内
　
容
　
講
演
「
『
食
と
免
疫
』

　
　
　
　
　
か
ら
考
え
る
子
供
の
健

　
　
　
　
　
康
と
地
域
の
未
来
」
講

　
　
　
　
　
師
　
西
村
孝
司
北
海
道

　
　
　
　
　
大
学
遺
伝
子
病
研
究

　
　
　
　
　
所
・
免
疫
制
御
分
野
教 

  

　
　
　
　
　
授

■
問
合
せ
　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
　
76-

４
０
０
６
）

■
日
　
時
　
２
月
24
日(
日)

　
９
時

　
　
　
　
　
〜

■
場
　
所
　
伊
達
市
役
所
第
２
庁
舎

　
　
　
　
　
２
階
１
・
２
・
３
会
議
室

■
対
　
象
　
赤
十
字
救
急
法
救
急
員

　
　
　
　
　
の
資
格
を
取
得
し
、
２

　
　
　
　
　
年
以
上
経
過
さ
れ
た
方

■
受
講
料
　
無
料
（
教
材
費
１
、
１

　
　
　
　
　
５
０
円
実
費
）

■
申
込
み
　
伊
達
市
役
所
社
会
福
祉

　
　
　
　
　
課
内
　
０
１
４
３-

23-

　
　
　
　
　
３
３
３
１
（
内
線
３
１

　
　
　
　
　
３
）

■
日
　
時
　
２
月
16
日(

土)

　
13
時

　
　
　
　
　
30
分
開
演

■
場
　
所
　
あ
ぶ
た
ふ
れ
合
い
セ
ン

　
　
　
　
　
タ
ー

■
出
　
演
　
西
胆
振
各
町
中
学
校
吹

　
　
　
　
　
奏
楽
部
な
ど

■
問
合
せ
　
豊
浦
中
学
校
三
浦
（
　

　
　
　
　
　
83-

２
０
７
９
）

■
日
　
時
　
２
月
17
日（
日
）〜
３
月

　
　
　
　
　
２
日（
土
）　
９
時
〜
17

　
　
　
　
　
時

■
場
　
所
　
洞
爺
・
水
の
駅

■
内
　
容
　
写
真
集
団
洞
爺
の
皆
さ

　
　
　
　
　
ん
の
写
真
28
点
展
示

■
主
　
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
洞
爺
ま
ち

　
　
　
　
　
づ
く
り
観
光
協
会
（
　

　
　
　
　
　
82-

５
２
７
７
）

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

●
町
へ
の
寄
付

▽
㈱
伊
達
公
益
社
洞
爺
滋
光
殿
は
20

万
円

●
社
会
福
協
議
会

〈
寄
付
物
品
〉

▽
菊
地
久
子
さ
ん
（
入
１
区
）

▽
工
藤
真
弓
さ
ん
（
虻
１
区
）

▽
吉
田
シ
ズ
子
さ
ん
（
泉
区
）

　
１
月
号
の
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

で
、
蛯
名
涼
風
ち
ゃ
ん
の
名
前
の
漢

字
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。
正
し
く

は
蝦
名
涼
風
ち
ゃ
ん
で
す
。
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
　

洞
爺
湖
町
健
康
づ
く
り
講
演
会

赤
十
字
救
急
法
救
急
員

資
格
継
続
研
修

産
地
直
奏
！

う
ま
い
も
の
コ
ン
サ
ー
ト

平
成
24
年
度
第
３
回

ま
ち
づ
く
り
写
真
展

催
　
し

防
災
学
習
会

寄
　
付

■幹部候補生
◆資　　格　平成26年４月１日現在、
　22歳以上26歳未満の者で大学（短期
　大学を除く）を卒業した者又は卒業見
　込みの者
◆受付期間　２月１日～4月26日まで
◆試験期日　第１次試験　５月11日（土）
　・12日（日）＜飛行要員のみ＞／第２次
　試験６月11日（火）～14日（金）のうち
　指定する日
■予備自衛官
◆資　　格　一般公募18歳以上34歳未
　満の方／技能公募18歳以上で国家免
　許資　格などを有する方
◆受付期間　第１回４月３日まで／第
　２回７月16日～９月30日まで（第１
　回採用予定数に達した場合、第２回
　は実施しない場合があります）
◆試験期日　第１回４月12日(金)～４
　月15日(月)のうち指定する日／第２
　回10月12日（土）～15日（火）のうち指
　定する日
●問合せ・申込み
　防衛省自衛隊札幌地方協力本部室蘭
　地域事務所（　0143-44-9533）

自衛官募集

お
詫
び
と
訂
正

■と　き　３.９（土）
■ところ　あぶたふれ合いセンター
■チケット　２，０００円(中学生以下無料)
■共　催　カフェギャラリー杢（　76-3597）/
　　　　　洞爺湖町教育委員会

開場18：30
開演19：00

■運転免許更新時講習日程(於：だて歴史の杜カルチャーセンター)
優良(30分) 一般(60分) 違反(120分) 初回(120分)

２月 26日(火)14:30～26日(火)13:30～ 27日(水)18:30～ 18日(月)18:30～

●
毎
月
１
日
と
15
日
に
は
、防
災
無
線
を
通
し
て
、行
政
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

(旧虻田町出身)



10、11月に開催された地区別交流会の中で、住み慣れた家や地域で暮らし続けるためには、「となり近所の声
かけやあいさつ」、「あつまれる場所があるといい」という意見が多くありました。家から出ること・人と話す
ことは、筋力低下予防や認知症予防としてとても大切なことです。そこで、あらためて地区で集う大切さ、そ
の具体的な方法について、この機会にみんなで考えましょう！

　ふれあい交流会は、町内にお住まいのひとり暮らしの高齢者に参加してい
ただき、交流とふれあう機会の提供と促進を図るとともに、健康で生きがいあ
る暮らしが送れるよう願って、虻田・洞爺地区でそれぞれ開催しています。
　交流会では、簡単なゲームや軽い体操を行ったり、みんなでいっしょにボラ
ンティアさん手作りの昼食を味わいながら、お互いの近況を語り合うなど楽
しいひとときを過ごします。
　引きこもりがちになり孤立していませんか？「友達がいない…。ひとりでの
参加がちょっと心細い…」という方でも大丈夫。初めての参加、大歓迎です。
　自力で参加できない方にはボランティアの送迎も行っています。

　ふれあい交流会は、町内にお住まいのひとり暮らしの高齢者に参加してい
ただき、交流とふれあう機会の提供と促進を図るとともに、健康で生きがいあ
る暮らしが送れるよう願って、虻田・洞爺地区でそれぞれ開催しています。
　交流会では、簡単なゲームや軽い体操を行ったり、みんなでいっしょにボラ
ンティアさん手作りの昼食を味わいながら、お互いの近況を語り合うなど楽
しいひとときを過ごします。
　引きこもりがちになり孤立していませんか？「友達がいない…。ひとりでの
参加がちょっと心細い…」という方でも大丈夫。初めての参加、大歓迎です。
　自力で参加できない方にはボランティアの送迎も行っています。

◆開　催　５月から11月までの毎週水曜日、10時から12時30分頃
　　　　　まで（参加者は隔週の利用になります）
◆会　場　健康福祉センターさわやか
◆参加費　１回200円（食事の材料代として承ります）
◆対象者　町内にお住まいのひとり暮らしの方で次の年齢の方が
　　　　　対象です。
　　　　　・男性　昭和18年３月31日まで（70歳以上）
　　　　　・女性　昭和13年３月31日まで（75歳以上）
　なお家族と同居等であっても、世帯の状況により参加できる場
合がありますので気軽にご相談ください。
　３月29日までに、洞爺湖町社会福祉協議会（　76‐4363）へ申込み
ください。

講 演 「いつまでも活き活きと地域で生きていくために
～人間関係・居場所・存在感～」

講師 ＮＰＯ法人シーズネット 副理事長 奥田龍人氏

実践発表 「安平町花園町内会ふれあいサロンについて」
発表　安平町福祉協力員　小笠原愛子氏

報 告 「年をとっても安心して暮らせる地域
地区別交流会報告」

報告　洞爺湖町地域包括支援センター　鎌田智子氏

交 流 会 「ふれあいの居場所づくりを考える
（地区別交流会）」

主催：洞爺湖町（地域包括ケア会議・介護予防講演会合同開催）

ふれあい交流会に参加しませんかふれあい交流会に参加しませんか

「シーズネット」とは？
住民とともに社会参加する「役割づくり事業」を通して、シニア人生を安心
し豊に過ごすための活動に対する支援を行う札幌市の団体です。
【活動の例】・見守り支援・地域交流サロンの育成・高齢者の住まい相談など

地域で支えあう！地域で支えあう！
年をとっても安心してくらせる地域全体会

「ふれ合いの居場所づくりを考える」～気軽に集まる地域の居場所～

■日　時　２月21日（木）
　　　　　13時～16時
■場　所　洞爺湖文化センター
■参加費　無料
■申込み　２月15日（金）までに
　　　　　地域包括支援センター
　　　　　（　76‐4822）へ

★送迎バスが出ますので、申込みの
　際に乗車場所を伝えてください。

■虻田地区ではボランティアを募集します
　「虻田地区ふれあい交流会」をサポートして
いただけるボランティアを募集しています。　
ひとり暮らしの高齢者の皆さんが楽しく参加
できるよう、送迎や食事の支度などお手伝いを
していただけませんか。特に送迎ボランティア
さんを募集しています。
　詳しくは、洞爺湖町社会福祉協議会（　76‐4363）
へ連絡ください。メールアドレス
toyako-sha.abuta@jupiter.ocn.ne.jpへ。

※注意　洞爺地区は通年開催しており、対象
者には別途、個人通知を差し上げています。
詳細は、社協洞爺支所（洞爺ふれ愛センター
内、　82-5185）へ。



〈
一
　
般
〉▽「
日
本
の
原
爆
」(

保
坂

正
康)

▽
夜
回
り
先
生
い
じ
め
を
断

つ(

水
谷
修)

▽
樹
木
図
鑑(

鈴
木
康

夫)

▽
葉
っ
ぱ
で
気
に
な
る
木
が
わ

か
る(

林
将
之)

▽
葉
で
わ
か
る
樹
木

６
２
５
種
の
検
索(

馬
場
多
久
男)

▽

光
圀
伝（
冲
方
丁
）▽
清
須
会
議（
三

谷
幸
喜
）▽「
梅
ち
ゃ
ん
先
生(

上)(

下)

」

(

尾
崎
将
也)

▽
ソ
ロ
モ
ン
の
偽
証
第

１
部《
事
件
》・
第
２
部《
決
意
》・
第
３

部《
法
廷
》(

宮
部
み
ゆ
き)

▽
64
ロ
ク

ヨ
ン(

横
山
秀
夫)

▽
母
性(

湊
か
な
え)

〈
児
童
書
〉▽
と
し
ょ
か
ん
ね
ず
み
２

ひ
み
つ
の
と
も
だ
ち(

タ
ニ
エ
ル･

カ

ー
ク
／
わ
た
な
べ
て
つ
た
訳)

▽
か

い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
じ
ご
く
り
ょ
こ
う

(
原
ゆ
た
か)

▽
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の

て
ん
ご
く
と
じ
ご
く(

原
ゆ
た
か)

▽

ど
ん
ぐ
り
む
ら
の
お
ま
わ
り
さ
ん(

な

か
や
み
わ)
▽
こ
お
も
り
ぼ
う
や
と

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」(
ダ
イ
ア
ン
・
メ
イ
ヤ

ー
／
ギ
オ
ン
・
ケ
ン
ド
ヘ
ル)

▽
ひ
ま

わ
り
の
お
か（
松
成
真
理
子
）▽
か
に

の
し
ょ
う
ば
い(

新
美
南
吉)
▽
い
っ

し
ょ
だ
よ(

小
寺
卓
矢)

〈
一
　
般
〉▽
エ
ン
ジ
ェ
ル
フ
ラ
イ
ト

（
佐
々
淳
子
）▽
選
ぶ
力（
五
木
寛
之
）

▽
こ
と
り（
小
川
洋
子
）▽
歓
喜
の
仔

〈
上
・
下
〉（
天
童
荒
太
）▽
そ
の
時
ま

で
サ
ヨ
ナ
ラ（
山
田
悠
介
）▽
○
に
十

の
字（
佐
伯
泰
英
）▽
路（
吉
田
修
一
）

▽
の
ろ
の
ろ
歩
け（
中
島
京
子
）▽
弧

愁（
新
田
次
郎
・
藤
原
正
彦
）▽
母
性

（
湊
か
な
え
）▽
あ
す
な
ろ
物
語（
井

上
や
す
し
）▽
血
は
欲
の
色（
澤
田
ふ

じ
子
）▽
北
海
道
温
泉
図
鑑（
小
野
寺

淳
子
）▽
大
津
波
を
生
き
る（
高
山
文

彦
）▽
池
上
彰
の
政
治
の
学
校（
池
上

彰
）

〈
ロ
ー
タ
リ
ー
文
庫
〉▽
行
っ
て
み
よ

う
道
央
の
地
形
と
地
質（
前
田
敏
嗣
）

▽
地
球
驚
異
の
自
然
現
象（
サ
イ
モ

ン
・
ラ
グ
他
）▽
東
日
本
大
震
災
教
職

員
が
語
る
子
ど
も
・
い
の
ち
・
未
来（
宮

城
県
教
職
員
組
合
編
）▽
絵
と
き
地

震
に
よ
る
液
状
化
と
そ
の
対
策（
全

国
地
質
調
査
協
会
連
合
会
）▽
東
京

の
自
然
史（
貝
塚
爽
平
）

●
開
館
時
間

午
前
10
時
よ
り
午
後
４
時
20
分

●
２
月
休
館
日

７
日
・
11
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日 

３
月
７
日
・
14
日

（
毎
週
木
曜
日
・
祝
祭
日
休
館
）

あ
ぶ
た
読
書
の
家
　
76-

２
１
０
０

み
ず
う
み
読
書
の
家
　
75-

４
７
０
２

●
お
詫
び

　
１
月
号
で
、12
月
の
休
館
日
を
掲

載
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。お
詫
び
い

た
し
ま
す
。

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

わ
た
し
の
う
た

過
ぎ
ゆ
け
る
日
び
の
早
さ
を
嘆
け
ど
も

　
　
　
　
　
近
づ
く
春
に
は
心
待
を
り
　
　
　
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

紅
白
の
歌
を
聞
き
つ
つ
娘
が
選
ぶ

　
　
　
　
　
初
茶
席
に
着
る
着
物
い
く
つ
か
　
　
　
　
元
　
田
　
フ
ジ
子

火
に
ぬ
く
み
て
お
れ
ば
何
時
し
か
夢
の

　
　
　
　
　
界
わ
れ
よ
り
若
き
母
に
会
い
た
り
　
　
　
山
　
木
　
　
　
孝

諸
も
ろ
と
泣
い
て
笑
っ
て
ふ
と
こ
ろ
に
　

　
　
　
　
い
の
ち
生
き
に
し
新
春
を
む
か
へ
て
　
　
　
大
　
西
　
芳
　
子

こ
と
し
こ
そ
一
日
一
首
を
作
ら
む
と

　
　
　
　
　
　
　
心
に
誓
ひ
し
巳
年
元
旦
　
　
　
　
　
太
　
田
　
　
　
智

軒
つ
ら
ら
ス
コ
ッ
プ
一
振
り
仕
事
終
ゆ
　
　
　
　
　
　
那
　
須
　
伶
　
子

頰
被
り
街
よ
り
睨
む
有
珠
の
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

女
系
な
り
話
し
の
尽
き
ぬ
小
正
月
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

一
年
の
計
定
ま
ら
ず
小
正
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

雪
晴
や
有
珠
連
山
を
窓
に
嵌
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

メ
モ
帳
に
予
定
増
え
ゆ
く
小
正
月
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

俳
　
句
　
【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
一
月
定
例
会
よ
り

は
る

短
　
歌
　
【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
一
月
定
例
会
よ
り

　コロポックルとは、アイヌの伝承
に登場する小人で、アイヌ語で、一
般的には「蕗（ふき）の葉の下の人」
という意味。
　昭和60年2月発行以来ずっと読み継
がれている、日本を代表するファン
タジーの名作の
シリーズ第１巻。
　あなたは夢を
みますか？夢を
持ち続けていま
すか？そんな人
はこの本の虜
（とりこ）になる
でしょう。 

｢コロポックル物語
第１巻 だれも知らない

小さな国｣
佐藤さとる作

今月の１



　
　
成
25
年
１
月
５
日（
土
）、
洞
爺

　
　
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
洞

爺
湖
消
防
出
初
式
（
西
胆
振
消
防
組

合
洞
爺
湖
消
防
団
・
洞
爺
湖
支
署
主

催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
洞
爺
湖
町
の
無
火
災
・
無
災
害
を

祈
り
、
消
防
職
・
団
員
が
、
本
町
・

温
泉
・
洞
爺
の
各
地
区
で
町
民
へ
防

火
意
識
の
高
揚
を
訴
え
消
防
車
両
に

よ
る
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
式
典
で

は
、
永
年
に
わ
た
る
消
防
団
活
動
に

功
績
の
あ
っ
た
団
員
や
多
く
の
消
防

団
員
を
有
す
る
事
業
所
へ
表
彰
状
及

び
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
洞
爺
湖
町
長
の
式
辞
を
は
じ
め
、

ご
来
賓
の
方
々
よ
り
日
頃
の
消
防
活

動
に
対
す
る
感
謝
と
激
励
の
言
葉
を

頂
き
、
出
席
者
ら
は
今
年
１
年
の
防

火
・
防
災
を
誓
い
、
地
域
の
安
全
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
消
防
出
初
式
の
表
彰
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
北
海
道
知
事
表
彰

●
永
年
勤
労
章
（
30
年
）

▽
橋
本
健
司
部
長
　

●
勤
労
章
（
20
年
）

▽
三
好
勝
美
班
長
▽
高
清
水
直
也
団
員

●
表
彰
状
（
10
年
）

▽
工
藤
伸
幸
班
長
▽
桑
島
順
子
団
員

■
北
海
道
消
防
協
会
表
彰

●
功
績
章

▽
江
川
辰
雄
副
分
団
長
　

●
永
年
勤
続
表
彰
（
30
年
）

▽
橋
本
健
司
部
長

●
永
年
勤
続
表
彰
（
20
年
）

▽
内
海
雅
仁
団
員
▽
伊
東
重
一
団
員

▽
三
島
基
幸
団
員
　

●
永
年
勤
続
表
彰
（
10
年
）

▽
工
藤
伸
幸
班
長
▽
荒
町
　
誠
班
長

▽
佐
長
　
稔
団
員
　

■
西
胆
振
消
防
組
合
管
理
者
表
彰

●
勤
続
賞
（
30
年
）

▽
橋
本
健
司
部
長

●
勤
続
賞
（
20
年
）

▽
内
海
雅
仁
団
員
▽
伊
東
重
一
団
員

▽
三
島
基
幸
団
員
　

■
洞
爺
湖
町
長
感
謝
状

●
感
謝
状
（
20
年
）

▽
内
海
雅
仁
団
員
▽
伊
東
重
一
団
員

▽
三
島
基
幸
団
員
　

■
西
胆
振
消
防
組
合
消
防
長
表
彰

●
感
謝
状
（
消
防
協
力
事
業
所
）

　
　
神
内
フ
ァ
ー
ム
21
花
和
牧
場

　
皆
さ
ん
は
『
防
火
水
槽
』
を
ご
存

じ
で
す
か
？
こ
れ
ら
の
消
防
水
利
は
、

住
宅
火
災
な
ど
の
際
、
消
火
活
動
に

必
要
な
水
を
消
防
隊
に
供
給
す
る
大

切
な
施
設
で
す
。

　
消
防
水
利
は
、
い
つ
・
ど
こ
で
火

災
が
発
生
し
て
も
直
ち
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
消
防
署
で
定
期
的
に
除
雪

や
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
『
消

火
栓
』
や
『
防
火
水
槽
』
付
近
へ
駐

車
し
て
い
る
車
両
が
火
災
時
の
消
火

活
動
に
障
害
と
な
る
ケ
ー
ス
も
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
雪
に
よ
り
道
幅
が
狭
く
な
る
こ
の

季
節
、
一
刻
を
争
う
消
防
活
動
に
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ま
た
、
消
防
水
利
付
近
に
お
住
ま

い
の
方
々
に
は
、
大
変
お
忙
し
い
中
、

消
防
水
利
除
雪
へ
の
ご
協
力
を
頂
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

の
場
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
各
種
試
験
案
内
・
講
習
会
の
お
知

ら
せ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
や

消
火
器
点
検
内
容
、
各
種
届
出
・
申

請
様
式
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
な
ど
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
利
用
者
の
利
便
性
を
考
慮

し
な
が
ら
内
容
を
充
実
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

西
胆
振
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア

ド
レ
ス

http://www6.ocn.ne.jp/~nfd11

9/index.html

　

無
火
災
・
無
災
害
を
祈
り
、

新
春
恒
例
の
出
初
式

消
防
水
利
周
辺
に

駐
車
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

西
胆
振
消
防
組
合
で
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す

洞爺湖支署(　76-2119)・洞爺出張所(　87-2119)『火災・救急・救助119番』

平
成
24
年
１
月
１
日
〜

　
　
　
　
12
月
31
日
現
在

●
火
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４
件

●
救
急
　
491
件
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成
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１
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日
〜

　
　
　
　
12
月
31
日
現
在

●
火
災
　
４
件

●
救
急
　
491
件

消
す
ま
で
は

出
な
い 

行
か
な
い 

離
れ
な
い

統
一
標
語

町の安心安全を願う新春出初式町の安心安全を願う新春出初式

防火を訴える消防車輌パレード防火を訴える消防車輌パレード



　
　
月
25
日
、
清
水
友
愛
の
里
の
食

　
　
堂
で
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
交

流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
食
事
は
季

節
に
ぴ
っ
た
り
の
き
の
こ
汁
が
出
さ

れ
、
た
い
へ
ん
好
評
で
し
た
。
初
め

て
挑
戦
す
る
焼
き
芋
も
焼
き
加
減
が

絶
妙
で
と
て
も
美
味
し
く
出
来
上
が

り
ま
し
た
。

　
カ
ラ
オ
ケ
・
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
方
々
と
盛
り

上
が
り
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
寒
く
な
り
始
め

た
時
期
に
、た
く
さ
ん
の
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
各
事
業
所
（
清
水
友

愛
の
里
・
デ
イ
セ
ン
タ
ー
あ
す
な
ろ
、

デ
イ
セ
ン
タ
ー
い
ち
ば
ん
ぼ
し
）
ご

と
に
ク
リ
ス
マ
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
様
子

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

★
体
育
会
系
ク
リ
ス
マ
ス

　
12
月
19
日
に
伊
達
ロ
ー
ヤ
ル
ホ
テ

ル
で
、
友
愛
の
里
ク
リ
ス
マ
ス
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
余
興
で
は
、
ボ
ク
シ
ン
グ
試
合
風

の
ス
パ
ー
リ
ン
グ
や
破
っ
た
新
聞
が

も
と
ど
お
り
に
な
っ
た
り
、
ス
カ
ー

フ
が
宙
に
浮
い
た
り
す
る
マ
ジ
ッ
ク

な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
ダ
ー
に
扮
し

た
職
員
が
、
筋
肉
と
力
こ
ぶ
を
誇
示

し
て
各
テ
ー
ブ
ル
を
回
り
、
歓
声
と

笑
い
が
巻
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　
大
廣
ま
ゆ
こ
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
で
は
、

優
し
い
歌
声
に
皆
さ
ん
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
今

年
度
も
「
あ
ぶ
た
福
祉
会
家
族
の
会
」

よ
り
い
た
だ
き
、
配
布
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
年
を
締
め
く
く
る
最
後
の
行
事

と
し
て
、
今
後
も
み
ん
な
が
楽
し
め

る
よ
う
な
企
画
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

★
桃
色
の
ク
リ
ス
マ
ス

　
12
月
22
日
に
、
洞
爺
湖
万
世
閣
の

湖
が
見
え
る
素
敵
な
会
場
で
、
デ
イ

セ
ン
タ
ー
あ
す
な
ろ
の
ク
リ
ス
マ
ス

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
余
興
は
、
大
廣
ま
ゆ
こ
さ
ん
に
よ

る
歌
の
ス
テ
ー
ジ
と
ゲ
ー
ム
大
会
に

利
用
者
の
出
し
物
と
い
っ
た
内
容
で

し
た
。

　
大
廣
さ
ん
の
歌
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

み
ん
な
が
知
っ
て
い
る
曲
が
多
く
、

前
に
出
て
一
緒
に
歌
う
人
や
踊
る
人

な
ど
、
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

利
用
者
の
出
し
物
は
、
男
性
５
名
で

も
も
い
ろ
ク
ロ
ー
バ
ー
Ｚ
に
扮
し
、

ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。
約
一
カ

月
前
よ
り
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
あ

す
な
ろ
に
集
ま
り
、
練
習
し
ま
し
た
。

衣
装
を
身
に
付
け
、
化
粧
を
す
る
と

緊
張
す
る
こ
と
も
な
く
、
心
か
ら
楽

し
ん
で
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
い
て
、

年
々
上
達
し
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

　
来
年
も
楽
し
み
を
一
つ
で
も
多
く

作
れ
る
よ
う
に
、
み
ん
な
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
甘
〜
い
ク
リ
ス
マ
ス

　
12
月
15
日
、
北
湯
沢
名
水
亭
で
、

い
ち
ば
ん
ぼ
し
利
用
者
の
ク
リ
ス
マ

ス
会
を
行
い
ま
し
た
。
い
ち
ば
ん
ぼ

し
だ
け
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
初
め

て
で
、
利
用
者
が
主
役
に
な
る
場
面

を
多
く
し
て
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る

こ
と
を
一
番
に
考
え
て
企
画
を
立
て

ま
し
た
。

　
余
興
で
は
、
嵐
や
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
に
扮

し
て
、
歌
や
踊
り
を
大
熱
演
。
カ
ラ

オ
ケ
大
会
で
も
、
振
り
付
き
の
沢
田

研
二
の
歌
に
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　
料
理
は
肉
、
魚
、
デ
ザ
ー
ト
な
ど

食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

で
、
更
に
テ
ー
ブ
ル
に
ホ
ー
ル
ケ
ー

キ
が
２
種
類
。
甘
い
も
の
が
好
き
な

方
が
多
い
た
め
、
み
ん
な
大
満
足
の

会
食
で
し
た
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
終
わ
る
頃
に
は
、

来
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
余
興
は
私

が
主
役
と
意
気
込
み
を
見
せ
る
方
も

い
て
、
良
い
思
い
出
と
な
っ
た
よ
う

で
し
た
。

あ
ぶ
た
福
祉
会

あ
ぶ
た
福
祉
会

第
34
号

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ交

流
会

そ
れ
ぞ
れ
のク

リ
ス
マ
ス

ゲームなどで盛り上がったライオンズクラブ交流会ゲームなどで盛り上がったライオンズクラブ交流会

楽しく過ごした友愛の里クリスマス会楽しく過ごした友愛の里クリスマス会

ももいろクローバーＺに扮した男性５人組みももいろクローバーＺに扮した男性５人組み

ＡＫＢ48を熱演する利用者の皆さんＡＫＢ48を熱演する利用者の皆さん
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洞爺湖温泉
観光協会
食事業委員会
　75-2446

あ
り
が
と
〜
や

食を通して
洞爺湖を一つに!!

洞爺湖「食」の四季キャンペーン

噴火湾＆洞爺湖魚介フェア!!
キャンペーン実施中
観光協会HPにて、噴火湾産ホタテ・タコ・ワカメ、
洞爺湖産ヒメマスを食べた方の口コミ情報を大
募集。抽選で洞爺湖温泉宿泊券ホタテ加工品な
どをプレゼント。※詳細はHPを参照ください。
噴火湾産ホタテ・タコ・ワカメ、洞爺湖産ヒメマス
が味わえる洞爺湖温泉の宿泊施設一覧
飲食店は来月号で紹介します。

2013 年
１/１８(金)　

▼
３/３１(日)

追加注文メニュー
有珠溶岩包み焼き
2,100円

噴火湾の食材(ホタテ、カニ、エビ
ホッキ)のバター炒めと、地元産
じゃがいもの塩ゆでをメレンゲ
で包み、有珠山をイメージして

焼き上げています。

7,950円(1室4・5名)～
洞爺湖町前浜で水揚げされた
ホタテのコロッケとカルパッチョ、

タコのしゃぶしゃぶを
メインとした和食膳
朝食～和洋バイキング

　洞爺観光ホテル
 TEL0142-75-2111
「洞爺湖食の四季」
噴火湾産帆立と蛸を
使った特別和膳!

ザ・レイクビューＴＯＹＡ
乃の風リゾート
 TEL0142-75-2600
 乃の風Style
洞爺地美ブッフェ～
噴火湾の豊かな幸を

贅沢に

14,850円(1室2名)～
夕食で噴火湾産ホタテのソテー
とサフラン香るポテトクリーム、
噴火湾産ボタン海老の塩ふり焼き

夕食・朝食～ブッフェ

6,500円(1室4・5名)～
夕食のセットメニューで、
噴火湾ホタテとタコの
お刺身を提供。

漁によりヒメマスも用意
要問い合わせ

夕食・朝食ともにレストラン

ホテルニュー洞爺湖
 TEL0142-75-2818
噴火湾産ホタテとタコ
を夕食で味わうプラン

洞爺湖万世閣ホテル
レイクサイドテラス
TEL0142-73-3500
噴火湾産&洞爺湖産
食材をバイキングで
味わうプラン!

ホテルグランドトーヤ
 TEL0142-75-2288

噴火湾と道産食材の恵み！
特選鍋会席プラン 

7,450円(1室4・5名)～
噴火湾産蛸のしゃぶしゃぶ鍋・
噴火湾産の食材を盛り込んだ
寄せ鍋・三石産鮭の石狩鍋・
日高産牛のすきやき鍋の

４種類から１つお選び下さい。
夕食・朝食～部屋食

7,500円(1室4・5名)～
夕食の和洋中バイキングで、
噴火湾産ホタテ、ワカメ、洞
爺湖産ヒメマスを提供
朝食～和洋バイキング

洞爺 湖畔亭
TEL0142-75-2211

前浜産たこしゃぶ付き
部屋食プラン

10,000円(1室4・5名)～
夕食にて前浜産たこしゃぶ

を含む和食膳を
お部屋でゆっくり味わうプラン
朝食～和洋バイキング

洞爺山水ホテル和風
TEL0142-75-2361
温泉で「タコパー」!!
噴火湾の幸で楽しむ
タコ焼&ホタテ焼き

8,800円(1室4・5名)～
お部屋食にて和食中心和食膳

＋タコ焼セット
朝食はお食事処にて和食膳
＋温泉プチバイキング

日帰り入浴プラン
日帰り温泉＋「タコパー」!!
今年の運気を占う絵馬みくじ付き

1,800円
2日前迄に予約 

北 海 ホ テ ル
TEL0142-75-2325
洞爺湖の恵みプラン
7,500円(1室4・5名)～
夕食にわかさぎの天婦羅、
桜鱒のあんかけ他を
会席料理で提供

夕食・朝食ともにレストラン
洞爺サンパレス
 TEL0142-75-1111
噴火湾産旬会席料理
　帆立＆旬魚贅沢
　　会席プラン♪

11,900円(1室4・5名)～
噴火湾産ホタテ・タコ、ワカメ、洞爺湖産ヒメマスなど、
地場産の食材をふんだんに使用したお部屋食プラン
朝食はレストランバイキング

※人数、休前日料金､除外日、
空室状況等の詳細は直接ホ
テルにお問い合せ下さい。
※漁により道内産の提供に
なる場合がございます。ご
了承下さい。

詳細は下記へ
http://www.

laketoya.com



ふるさと自慢のシンボルメニューを生み出す！

　ピザやホットサンドは、好みによって様々な食材を選ぶことができるので、国内外を問わず、子どもから大

人まで人気があるメニューです。

　数多くのレシピ（調理法）があり、ジオパークを構成する４市町（伊達市・壮瞥町・豊浦町・洞爺湖町）の自慢の

食材を取込んだご当地グルメ化の可能性を秘めています。

☆成果目標は、

「巡る・学ぶ・食べる」の魅力発信で
　　　ジオパーク（ふるさと）を元気にする！

◎食の魅力でジオパークの宣伝効果を高めます。

◎食の取組を通じ、地域全体にジオの活動を広めます。

◎食の体験メニューを生み出し、ジオ観光を促進します。

　平成24、25年度で、ジオパークのシンボルメニュー
　（ピザ＆ホットサンド）の完成を目指します。

～ジオパークと食のとりくみ～
　ジオパークで楽しめるのは、火山や地形の学習だけではありません。

　火山活動や水の流れは、長い時間をかけて、地形や土壌を作ってきました。

　今、私たちが口にしている地元の野菜や果物、海の幸は、その大地から生まれた「ジオ（地球）の

恵み」そのものなのです。

　この美味しさを味わうのも、ジオの楽しみ方のひとつ。ふるさとの大地が育んだジオの恵みを、

美味しく・楽しく、もっとたくさんの人に知ってもらいたい！

　そこで、ジオパーク推進協議会では、各市町の住民の皆さんや食の専門家、さらに酪農学園大学

の協力を得たプロジェクトチームを立ち上げ、「地域の食材」を活かした「ピザ」と「ホットサンド」の

レシピ（調理法）作りに取り組んでいます。

有珠山の溶岩(安山岩)
プレートで焼き上げて…

「ジオの恵みピザ」!

地域の豊富な食材

トッピング

「大地のめぐみ」
○地球の豊かさを象徴

基本となる

「マグマ(トマト)ソース」
○マグマは大地のエネルギー
　を象徴
○トマトはイタリア語でポモ
　ドーロ…『黄金の果実』

基本となる

「大地の生地」
○ジオパークの大地をを象徴
○そこに地域の食材(大地の
　恵み)をトッピングする



　
　
人
式
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
、

　
　
同
級
生
を
前
に
少
し
照
れ
く
さ

そ
う
に
歌
い
だ
す
と
大
き
な
声
援
が

会
場
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　
４
歳
か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
い
、
音
楽

大
好
き
少
女
が
、
高
校
３
年
生
の
時
、

ソ
ニ
ー
オ
ー
デ
シ
ョ
ン
を
受
け
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
関
係
者
の
目
に

と
ま
り
、
音
楽
活
動
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　
現
在
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
を
め
ざ

し
、
札
幌
を
拠
点
に
音
楽
活
動
を
行

っ
て
い
て
、
昨
年
10
月
に
札
幌
ド
ー

ム
で
行
わ
れ
た
日
本
ハ
ム
Ⅴ
Ｓ
楽
天

戦
で
は
、
国
家
斉
唱
に
抜
擢
さ
れ
る

な
ど
そ
の
活
動
は
広
が
り
を
み
せ
て

い
ま
す
。

　
「
札
幌
に
出
て
か
ら
故
郷
が
よ
り

一
層
好
き
に
な
っ
た
。
洞
爺
湖
町
が

私
の
原
点
で
す
」
と
言
う
よ
う
に
、

ヒ
ア
シ
ン
ス
と
い
う
曲
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
に
洞
爺
湖
を
使
用
し

た
り
、
今
月
の
と
う
や
冬
ま
つ
り
に

も
参
加
す
る
な
ど
、
地
域
へ
の
愛
着

は
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
３
月
に
は
音
楽
の
専
門
学
校
を
卒

業
し
、
「
東
京
へ
進
出
し
て
活
動
を

広
げ
、
自
分
の
歌
を
通
し
て
洞
爺
湖

町
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
将
来
の
夢
は
広
が
り
ま
す
。

ＭossＧreen ＡＣＯさん

成人式で歌声を披露した
　　　洞爺湖町出身の
シンガーソングライター

成人式で歌声を披露した
　　　洞爺湖町出身の
シンガーソングライター

　
　
月
25
日
、
室
蘭
市
の
西
い
ぶ
り

　
　
広
域
連
合
で
、
室
蘭
市
な
ど
胆

振
７
市
町
が
、
陸
上
自
衛
隊
第
７
師

団
第
71
戦
車
連
隊
と
、
災
害
時
の
連

携
強
化
を
目
的
と
し
た
協
定
を
結
び

ま
し
た
。

　
協
定
を
結
ん
だ
の
は
、
室
蘭
市
、

登
別
市
、
伊
達
市
、
洞
爺
湖
町
、
豊

浦
町
、
壮
瞥
町
、
白
老
町
。

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
北
海
道
と

北
部
方
面
隊
、
千
歳
市
と
陸
上
自
衛

隊
第
７
師
団
第
11
普
通
科
連
隊
が
、

　
　
　
　
　
　
　
災
害
時
の
連
携
協

　
　
　
　
　
　
　
定
の
締
結
を
行
っ

　
　
　
　
　
　
　
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
締
結
式
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
胆
振
７
市
町
の
首

　
　
　
　
　
　
　
長
が
、
第
７
師
団

　
　
　
　
　
　
　
長
と
胆
振
総
合
振

　
　
　
　
　
　
　
興
局
長
の
立
会
い

　
　
　
　
　
　
　
の
も
と
、
第
71
戦

　
　
　
　
　
　
　
車
連
隊
長
と
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
ぞ
れ
に
調
印
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
協
定
で
は
、
町

　
　
　
　
　
　
　
民
を
災
害
か
ら
保

　
　
　
　
　
　
　
護
す
る
た
め
に
必

　
　
　
　
　
　
　
要
な
体
制
の
強
化

　
　
　
　
　
　
　
を
目
的
に
、
相
互

　
　
　
　
　
　
　
連
携
、
広
域
連
携
、

　
　
　
　
　
　
　
日
常
的
な
情
報
連

　
　
　
　
　
　
　
絡
体
制
の
充
実
が

　
　
　
　
　
　
　
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
お
年
寄
り
な
ど

の
災
害
弱
者
に
対
す
る
救
護
体
制
や

避
難
所
に
隣
接
す
る
場
所
に
ヘ
リ
ポ

ー
ト
を
確
保
す
る
こ
と
も
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。

　
洞
爺
湖
町
で
は
、
大
規
模
災
害
時

に
は
、
従
来
か
ら
自
衛
隊
に
支
援
の

要
請
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
同
協

定
の
締
結
で
、
北
海
道
や
陸
上
自
衛

隊
と
の
連
携
を
一
層
深
め
、
広
域
的

な
災
害
対
策
が
力
強
く
発
揮
で
き
る

体
制
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。

自
衛
隊
と
災
害
時
の
連
携
協
定
締
結

自衛隊と連携協定を締結した胆振７市町長自衛隊と連携協定を締結した胆振７市町長

広告



２月の健康・子育て・イベントカレンダー

　　12日（火）　　献    血　　　　　　　　　　　            　虻田地区

　　15日（金）　　洞爺地区健康相談　        　９:30～11:30　　洞爺総合支所（　82-5111）

　　　　　　　　親子ふれあい遊び　        　10：00～11:30　　健康福祉センター（　76-4006）

　　16日（土）　　追跡！湖畔に生きる動物たち　９:30～12:00　　洞爺財田自然体験ハウス（　82‐5999）

　　17日（日）　　とうや冬まつり　　　　　　　10:00～　　     とうや水の駅（青野　090-9529-7918）

　　20日（水）　　保育所開放　　　　　　　　　10:00～11:30　　桜ヶ丘保育所（　75-2088）

　　21日（木）　　年をとっても安心して暮らせる地域全体会（P12参照）

　　22日（金）　　洞爺地区健康相談　　　　　　９:30～11:30　　洞爺総合支所（　82-5111）

　　　　　　　　保育所開放　　　　　　　　　10:00～11:30　　本町保育所（　76-2673）

　　23日（土）　　丸太アート　　　　　　　　　９:30～12:00　　洞爺財田自然体験ハウス（　82‐5999）

　　24日（日）　　　　〃　　　　　　　　　　　　〃　　〃　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　26日（火）　　保育所開放　　　　　　　　　10:00～11:30　　洞爺保育所（　82-5559）　　

　　27日（水）　　げんきクラブ（虻田地区）　　　13:30～15:30　　健康福祉センター（　76-4006）

　　28日（木）　　乳児健診　　　　　　　　　　14:30～　　 　　健康福祉センター（　76-4006）

３月１日（金）　　洞爺地区健康相談　        　９:30～11:30　　洞爺総合支所（　82-5111）

　　　　　　　　保育所開放　　　　　　　　　10:00～11:30　　本町保育所(　76-2673)

　　６日(水)　　げんきクラブ（洞爺地区）　    13:30～15:30　  洞爺ふれ愛センター（　87-5185）

　　　　　　　　健康づくり講演会　　　    　13:30～　　　 　健康福祉センター（　76-4006）

　　７日(木)　　１歳６カ月児・３歳児健診　   12:30～　     　健康福祉センター（　76-4006）

　　８日(金)　　保育所開放　                10:00～11:30　  本町保育所（　76-2673）

日(曜) 行　　　事 時　　間 場　　　所

出村　柊希くん
      　　 　　(とうき)

将哉さん・絵里さん
11月18日生　虻４区

本間　結翔くん
      　　 　　(ゆいと)

康則さん・理恵さん
11月６日生　入４区

ご家族の深い愛情につつまれて誕生した

プリンスのご紹介です。

ご家族は｢早く大きくな～れ｣と成長を

楽しみにしていることでしょう。

いろいろな可能性を秘めて洞爺湖町に

誕生した赤ちゃん。

その純粋な瞳は何を見つめているので

しょうか？

　平成19年の制度開始から多くのみなさんがボラン
ティア活動に参加していただいています。新規の登
録も募集しています。
＜あんずの会＞
　制度開始当初から参加登録されて、現在まで役場
から駅交流センターへの自由通路の清掃活動を中心
に取組んでいただいています。

まち美化ボランティア
活動紹介

あんずの会の皆さんあんずの会の皆さん
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男…………4,596人（△８）
女…………5,307人（＋26）
計…………9,903人（＋18）
世帯……5,124世帯（＋32）

人口と世帯の動き　12月31日現在

ヴィーナス
代表　青木佐智子　会員13人

　
　
ィ
ー
ナ
ス
は
、
シ
ニ
ア
の
マ
マ

　
　
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
で
、

今
年
結
成
10
年
の
節
目
を
迎
え
ま

し
た
。

　
旧
虻
田
町
時
代
、
本
町
地
区
、
洞

爺
湖
温
泉
地
区
と
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
12

年
の
有
珠
山
噴
火
で
、
洞
爺
湖
温
泉

で
の
活
動
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
を

契
機
に
、
両
地
区
の
チ
ー
ム
が
一
つ

に
な
り
、
平
成
15
年
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
豊
浦
町
、
壮
瞥
町
の
会

員
も
い
て
、
広
域
の
チ
ー
ム
と
し
て

活
動
。
全
道
大
会
や
地
域
の
大
会
へ

の
出
場
を
始
め
、
70
歳
以
上
の
お
福

の
部
、
60
歳
以
上
の
こ
と
ぶ
き
の
部
、

50
歳
以
上
の
い
そ
じ
の
部
の
各
部
の

大
会
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
は
「
一
つ
の
ボ
ー

ル
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
で
生
ま
れ

る
一
体
感
が
何
よ
り
楽
し
い
」
と
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
魅
力
を
話
し
、
「
健

康
増
進
に
も
役
立
っ
て
い
る
」
と
元

気
な
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
チ
ー
ム
は
、
昨
年
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

も
新
調
し
、
心
機
一
転
、
更
な
る
飛

躍
を
目
指
し
、
月
曜
日
と
水
曜
日

（
17
時
〜
21
時
）の
週
２
回
、
あ
ぶ
た

体
育
館
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
子
育
て
が
少
し
落
ち
着
い
た
経
験

者
の
方
な
ど
、
楽
し
く
体
を
動
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
興
味
、
関
心
の
あ

る
方
は
、
代
表
の
青
木
佐
智
子
さ
ん

（
　
76-

３
５
８
９
）
へ
連
絡
く
だ

さ
い
。

今月のワンショット 東奔西走東奔西走
　寒い日が続く毎日ですがホットな話題を一つ。
　観光経済新聞が主催する「第26回にっぽん温泉100」で、
洞爺湖温泉が、前回の73位から39位に大幅ランクアッ
プしました。これは、旅行業者というプロの目で見た
ランク付けで、「食」を中心に地域全体で取組んできた
成果でしょうか。　　　　　　　　　　　　(Ｈ・Ｏ)

１月29日、地場産品を材料にして行われた「とうや美味いものコンテスト」１月29日、地場産品を材料にして行われた「とうや美味いものコンテスト」


